
３ 平成 25 年 9 月 1 日　広報ふっさ　No.886 市役所の代表電話番号は 
防
災
情
報
の
配
信
な
ど
、
生
活
に
役
立
つ
「
ふ
っ
さ
情
報
メ
ー
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
登
録
方
法
は
ふ
っ
さ
わ
た
し
の
便
利
帳
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

年
金
だ
よ
り

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
あ
る
方
へ
～「
後こ

う
の
う納

制
度
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期

限
か
ら
2
年
を
経
過
し
た
場
合
、

時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
が
、
平
成
24

年
10
月
か
ら
平
成
27
年
9
月
ま

で
の
3
年
間
限
り
の
制
度
で
あ

る
「
後
納
制
度
」
を
申
請
す
る

国
保
だ
よ
り

■
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
を

発
送
し
ま
し
た

　

受
診
内
容
の
確
認
や
、
医
療

費
や
健
康
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
国
民
健

康
保
険
を
使
っ
て
受
診
さ
れ
た

医
療
費
と
、
療
養
費
（
接
骨
院

の
施
術
な
ど
）
の
額
を
郵
送
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
医
療
機
関
ご
と
の
医
療
費
の

合
計
が
３
，
０
０
０
円
未
満
の

も
の
や
、
医
療
機
関
か
ら
の
請

求
が
遅
れ
て
い
る
も
の
は
、
通

知
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

▼
通
知
の
「
医
療
費
の
額
」
の

欄
に
は
、
保
険
診
療
と
し
て
定

め
ら
れ
た
費
用
の
み
記
載
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
か
か
っ
た
医
療

費
の
全
額
（
10
割
分
）
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
実
際
に

医
療
機
関
に
お
支
払
い
を
し
た

額
と
は
異
な
り
ま
す
。
※
自
由

診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド
代
、
入
院

雑
費
な
ど
、
保
険
適
用
さ
れ
な

い
も
の
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

▼
通
知
を
受
け
取
っ
た
こ
と
に

よ
り
手
続
き
を
行
う
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
受
診
内
容
に
相
違
が
あ
っ
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
の
更
新
を
行
い
ま
す

　

10
月
1
日
に
保
険
証
の
更
新

を
行
い
ま
す
。
新
し
い
保
険
証

は
9
月
中
旬
に
簡
易
書
留
で
郵

送
し
ま
す
。
保
険
証
が
届
き
ま

し
た
ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る
氏

名
、
住
所
等
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
裏
面
に
は
臓
器

提
供
に
関
す
る
意
思
表
示
欄
を

設
け
て
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

同
封
の
「
臓
器
提
供
に
関
す
る

意
思
表
示
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

アライグマ、ハクビシンに

関する情報をお寄せください

　西多摩地域でもアライグマが増えています。もともと日本には

いなかった外来種です。原産国は北米大陸で、ペットとして輸入

され、飼い主が飼いきれなくなり、遺棄したものが野生化してし

まったものです。全国規模で分布が広がり、都内でも森林や河

川敷、人間の住環境に出没し、農水産物被害や木造家屋を壊し

たり、人への感染症の危険など問題は深刻化しています。この

ため、市では都やＮＰＯ法人と協働して対策に取り組んでいます。

　アライグマの目撃、痕跡、被害情報がありましたらご連絡くだ

さい。また、ハクビシンについての情報もお寄せください。

【アライグマの特徴】▼頭から尾の先まで 70～ 90cm ▼夜間を中

心に夕方や朝方など、陽のあたる時間帯も活動します▼樹上の

うろ、ほかの哺乳類の巣穴、廃屋、納屋、神社仏閣、木造家屋

の屋根裏などをねぐらにしています。繁殖力が強く1年に 1回

平均 3～ 4頭を出産します▼雑食性、特に甘い果実が好物です

【問合せ】環境課環境係☎ 551・1718

福
生
水
辺
の
楽
校　

多
摩
川
で

遊
ぼ
う
！ 

参
加
者
募
集

「
バ
ッ
タ
を
ゲ
ッ
ト
」

　

9
月
は
、
多
摩
川
の
草
原
や

川
原
で
バ
ッ
タ
を
捕
ま
え
ま

す
。
今
回
は
水
に
は
入
り
ま
せ

ん
。
長
ズ
ボ
ン
で
ご
参
加
く
だ

さ
い
（
サ
ン
ダ
ル
は
不
可
）。

【
日
時
】
9
月
８
日
㈰
午
前
9

時
30
分
～
11
時
30
分

【
集
合
場
所
】
福
生
南
公
園

【
対
象
】
中
学
3
年
生
ま
で
（
未

就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

【
持
ち
物
】
帽
子
、
水
筒
、
タ

オ
ル

【
申
込
み
】
9
月
6
日
㈮
ま
で
に

環
境
課
環
境
係
☎
551
・

１
７
１
８
へ
。

環境マネジメントシステム
「ＬＡＳ -Ｅ」定期報告

　市では、平成 20 年度から環境マネジメント

システム（ＬＡＳ -Ｅ）を導入し、環境配慮に

取り組んでいます。平成 25 年度第 1 四半期ま

で（平成 25 年 4 月から 6 月まで）の数値をご

報告します。※すみれ保

育園が平成 25 年度から

民営化したため、24年度

実績数値は同園を除いた

数値となっています。

【問合せ】環境課環境係

☎ 551･1718

市有施設におけるエ
ネルギー使用量（電
気）
単位：kWh

市有施設におけるエネル
ギー使用量（都市ガス、
ＬＰＧ、Ａ重油、軽油）
単位：kl（原油換算）

自動車利用によるエネ
ルギー使用量（ガソリ
ン・軽油・天然ガス）
単位：kl（原油換算）

市有施設における
可燃系廃棄物発生
量（重さ）
単位：kg

市有施設における
可燃系廃棄物発生
量（40ℓ袋）
単位：袋

コピー用紙の使用
量 (Ａ 4換算 )

単位：千枚

市有施設における 
水道水の使用量

単位 :㎥
年間目標 ６,692,000 589.7 36.6 27,273 2,640 4,841 82,160

四半期 24年度 25年度 24年度 25年度 24年度 25年度 24年度 25年度 24年度 25年度 24年度 25年度 24年度 25年度

第 1 1,417,957 1,375,161 89.2 84.2 8.8 9.2 8,209 8,115 594 626 1,209 1,181 20,258 21,229 

第 2 1,815,581 185.7 9.2 4,945 585 1,118 20,086 

第 3 1,645,329 129.2 9.2 7,399 560 1,260 24,750 

第 4 1,759,843 179.4 8.2 4,651 830 1,159 17,648 

合計 6,638,710 1,375,161 583.5 84.2 35.4 9.2 25,204 8,115 2,569 626 4,746 1,181 82,742 21,229 

平成 25 年度 第 1四半期 独自目標実績 (昨年度実績との比較）

自動車利用によるエネル
ギー使用量[ガソリン・軽
油・天然ガス：原油換算（kl）]

第 1 第 2 第 3 第 4
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市有施設における可燃系
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平成 26 年 4 月から
ごみの収集体制が変わります

　市では、戸別収集から 10 年が経過し、人口減少と高

齢者のひとり世帯化が進むなか、一世帯当たり１回に出

される可燃ごみ量は減少しています。また、可燃ごみの

なかに資源が多く含まれています。資源とごみを適正に

分別するため設置した資源回収拠点では、ごみの不法投

棄が後を絶たず、適正な分別が妨げられ、特に有害ごみ

量は大幅に増加しました。そのうえ、設置場所は地域に

よって偏りがあり、利用の困難な方も多くいます。また、

容器包装プラスチックの収集量は年々増え、リサイクル

を進めるため、収集日を増やす必要があります。

　これら現状を踏まえ、さらなるごみ減量と資源化の促

進を図るため、収集体制を見直します。

【主な変更点】①回収拠点は全て廃止

②可燃ごみの収集を週３回から週２回に変更

③容器包装プラスチックの収集を２週に１回から週１回

に変更※このほかのごみ、資源も、収集日程の変更に合

わせ見直します。

　変更により、可燃ごみに含まれた資源の分別を促し、

適正にリサイクルすることができます。また、有害ごみ

の不法投棄等を防止することにより、処理費用を抑制す

ることが期待できます。

　これまで、回収拠点まで持って行かな

ければならないごみを、自宅や集積所か

ら出すことができます。

　詳細は改めてお知らせします。

【問合せ】環境課ごみ対策係☎ 551・1731

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
・
出
張
就

職
相
談

　

職
業
指
導
官
に
よ
る
職
業
相

談
・

職
業
紹
介
や
、
福
生
市
周

辺
の
求
人
も
検
索
で
き
ま
す
。

※
予
約
不
要

【
日
時
】 

9
月
18
日
㈬
午
後
1

時
30
分
～
4
時
30
分

【
場
所
】商
工
会
館
3
階
301
会
議
室

【
問
合
せ
】
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

推
進
課
産
業
活
性
化
グ
ル
ー
プ

☎
551
・

１
６
９
９

就
職
面
接
会
in
福
生

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青
梅
と
の
共

催
で
、
福
生
市
及
び
近
隣
で
の

と
、
過
去
10
年
以
内
の
未
払
い
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利

用
す
る
と
、
年
金
額
を
増
や
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
納
付
期
間

の
不
足
で
年
金
の
受
給
が
で
き
な

か
っ
た
方
が
、
年
金
受
給
資
格
を

得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
青
梅
年
金
事
務
所

☎
０
４
２
８
・

30
・

３
４
１
０
、

保
険
年
金
課
保
険
年
金
係
☎
551

・

１
６
７
０

く
だ
さ
い
。
な
お
、
更
新
の
た

め
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
※
現
在
短
期
証
を
交
付
さ

れ
て
い
る
方
は
、
今
ま
で
ど
お

り
窓
口
で
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
険
年
金
課
保
険

年
金
係
☎
551
・

１
６
４
０

カ
ワ
ラ
ノ
ギ
ク
保
全
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

か
つ
て
多
摩
川
の
石
河
原
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
カ
ワ
ラ
ノ
ギ

ク
の
保
全
の
た
め
、
生
育
の
妨

げ
と
な
る
植
物
を
取
り
除
く
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

　

初
心
者
で
も
で
き
る
作
業
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
9
月
29
日
㈰
午
前
9

時
30
分
～
正
午
ご
ろ
※
雨
天
の

場
合
は
10
月
6
日
㈰
に
延
期

【
集
合
場
所
】
多
摩
川
永
田
橋

た
も
と
柳
山
公
園
（
Ｊ
Ｒ
福
生

駅
か
ら
徒
歩
15
分
）

【
持
ち
物
】
軍
手
、
剪せ

ん
て
い定

ハ
サ

ミ
（
お
持
ち
の
方
）、
飲
み
物
。

服
装
は
長
袖
・

長
ズ
ボ
ン
、
歩

き
や
す
い
靴
。

【
申
込
み
】
9
月
24
日
㈫
ま
で

に
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま
た
は

メ
ー
ル
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
自
然

環
境
ア
カ
デ
ミ
ー
」
へ
。

【
宛
先
】〈
住
所
〉
〒
197
―
０
０

０
３
福
生
市
熊
川
243
〈
フ
ァ
ッ
ク

ス
〉

513
・

３
９
６
４
〈
メ
ー
ル
〉

academy@m3.dion.ne.jp

就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
向
け
に

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】
9
月
18
日
㈬
午
後
1

時
30
分
～
4
時
（
受
付
は
1
時

～
3
時
）

【
場
所
】
市
民
会
館
・

公
民
館
3
階

【
参
加
企
業
】
10
社
（
予
定
）

※
参
加
企
業
の
情
報
は
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
青
梅
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://tokyo-hellowork.js

ite
.m
hlw

.g
o
.jp

/list/
o
u
m
e
.

html

）
に
随
時
掲
載
し
ま
す
。

【
持
ち
物
】
複
数
の
履
歴
書
と

筆
記
用
具
※
複
数
の
企
業
に
応

募
で
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
青

梅
・

就
職
面
接
会
担
当
☎
０
４

２
８
・

24
・

９
１
６
３

【合同企業説明会in都立多摩職業能力開発センター】〈就活セミナー〉【日時】9月11日㈬午前10時～正午【定員】30人※要予約〈合同企業説明会〉【時間】午

後1時～ 4時 30分【場所】都立多摩職業能力開発センター【対象】求職者･職業能力開発センター訓練生【問合せ】東京しごとセンター多摩☎ 042･329･4524


